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市内遺跡発掘調査報告書 I



宮城県白石市は福島県との県境に位置し、市指定史跡白石城跡をはじめとして多くの遺

跡が所在しています。

当市では平成 16年度に国宝重要文化財等保存整備費補助金 。宮城県文化財保護補助金

の交付を得て、市内遺跡発掘調査事業を実施しました。本書はそれらの調査結果をまとめ

たものです。

調査を行つたのは 9地点で、そのうち 5つの地点から縄文時代や古代の遺構 。遺物が検

出されています。調査要因は全て小規模な開発でしたが、市街地周辺部の遺跡が対象となっ

たケースが多くみられました。市街地から周辺部に宅地がさらに広がり、これまでは農地

などとして利用されてきた遺跡の状況が変化しつつある様子が見て取れます。

調査を実施した遺跡の中にはかつての調査の結果、古代の苅田郡衛跡 と推定されている

大畑遺跡や、平安時代の集落跡が発見された青木遺跡などが含まれています。以前の調査

に比べ、本年度の調査は狭降な調査区の非常に断片的なものです。しかし来年度以降も本

事業を継続し、これらの調査結果を蓄積していくことで地域の歴史を解明し、今後の埋蔵

文化財保護行政に資することができるものと思います。

最後になりましたが、発掘調査を実施するにあたって多大なご理解 。ご協力をいただき

ました関係各位に深 く感謝申し上げます。

平成 17年 3月

白石市教育委員会

教 育 長 高  橋   昌
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例

1,本書は、白石市教育委員会が平成 16年度に実施した市内遺跡発掘調査事業にかかる試

掘調査結果の報告である。なお、本事業は国庫 。県補助金の交付を受け、事業費は 1,048

千円 (う ち国庫補助 524千円、県補助 209千 円)である。

2.本事業は白石市教育委員会が主体 となり、関係各位の協力を得て実施した。また、発掘

調査をしたのは以下の地点であるが、これらのうち埋蔵文化財の発見されなかった調査

については本書から割愛した。

3.土層の色調標記については、F新版標準土色帖』 t/1ヽ 山・竹原、1996)を用いた。

4.検出遺構の略号は以下の通りである。

SI:竪 穴住居跡  SK:土 坑 SB:掘立柱建物跡

5。 本事業の調査は宮城県白石市教育委員会社会教育委員課の相原宏一 。津田優佳が、報告

書作成等は津田が担当した。

6。 発掘調査の実施、報告書の作成等にあたつては、次の機関・方々から多大なご協力をい

ただきました。記して感謝申し上げます。 (敬称略、順不同)

武田康博、渡辺和之、小野正昭、金井設計事務所、佐久間正、佐久間哲英、スモリエ業

株式会社、佐藤司、山崎哲男、山崎けい子、加藤勝典、佐久間文衛、佐藤勇吉、佐藤不

動産、保科光宏、保科佳織、佐竹芳、佐竹正克、矢内キヨ子、星均治、工藤信子、佐藤

博治、佐藤節子、上西正典、何住企画、同阿部工営社、中橋彰吾、佐藤洋一、伊藤博道、

日下和寿、大谷基、家納久美、岡部とき子、宮城県文化財保護課、高橋建設lkl

7.本事業の記録及び出土品は、自石市教育委員会社会教育課が保管している。

ロ

Nα 遺 跡 名 所  在  地 調 査 要 因 調 査 期 間

1 一本木遺跡 自石市福岡深谷字一本木地内 家畜排せつ物処理法による堆肥舎新築 平成 16年 5月 11日

2 二部山遺跡 02325 自石市福岡長袋字二部山地内 個人住宅新築 平成16年 5月 24～ 25日

3 白石沖遺跡 02132 白石市東町 2丁 目地内 個人住宅新築 平成 16年 7月 20日

4 青木遺跡 02306 自石市福岡深谷字青木後地内 家畜排せつ物処理法による堆肥舎新築 平成 16年 8月 5日

5 大畑遺跡 白石市字東大畑地内 個人住宅新築 平成 16年 9月 6日

6 白石条里制跡推定地
力
■ 白石市旭町 5丁 目地内 個人住宅新築 平成 16年 12月 6日

フ 祢宜内遺跡
拓
付 自石市字祢宜内地内 駐車場敷設工事 平成 16年 12月 7日

8 大畑遺跡 白石市字東大畑地内 個人住宅新築 平成 17年 2月 22日

9 大畑遺跡 02262 白石市字不澄ヶ池、字大畑二番地内 宅地造成 平成 17年 3月 9日



遺 跡 名 名 瞬 代

可 三部山遺跡 散布地 縄文早・前 下ノ神明遺跡 散布地 縄文中・古代

縄文前・中青木遺跡 集落 縄文早。中・晩・弥生。平安 田上遺跡 散布地

大畑遺跡 散布地・官衛 弥生・奈良・平安・中世 向山遺跡 散布地 縄 文

4 祢宜内遺跡 散布地 奈良 。平安 陣場A遺跡 散布地 縄 文

5 上高野遺跡 散布地・製鉄遺跡

散布地

縄文早～中・奈良 。平安 小森遺跡 散布地 縄文・平安

三本木前遺跡 縄文前。後・晩・吉代中世 河原沢遺跡 散布地 縄 文

高野遺跡 散布地・製鉄遺跡 縄文早～後 。古代 入屋敷前遺跡 散布地 縄文・古代

荒井遺跡 散布地・製鉄遺跡 縄文前～晩・弥生 。古代 祢陀内遺跡 散布地 弥生～平安

集 落 縄文早 。中・後 。平安 観音崎遺跡 集落 古墳後・平安

散布地・製鉄遺跡

寺院

奈良・平安 本郷遺跡 散布地 古 代

1 市史跡堂田廃寺勘 平安 市史跡自石城跡 城館 近 世

馬場先遺跡 散布地 縄文中 県史跡庵巣古墳群 前方後円墳・円墳 古墳・古代

久保遺跡 散布地 縄文 北無双作遺跡 集落 古墳・奈良

4 田子屋敷遺跡

上ノ神明遺跡

散布地 縄文 自石沖遺跡 散布地 縄文・古代

5 散布地 縄文・平安 梅田遺跡 集落 弥生・古墳

馬場 A遺跡 散布地 縄文 34 谷津川遺跡 散布地 縄 文 弥 生 吉代 中世

馬場 B遺跡 散布地 縄文 自石条里制跡推定地

田中遺跡

水田跡 古代 。中世

鹿野屋敷遺跡 散布地 縄文・古代 散布地 縄文～中世

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡

―-1-―



IB調査要項

遺 跡 名

県遺跡番号

所 在 地

調 査 要 因

調 査 期 日

lE二 部 山 遺 跡

三都山遺跡 (さ んぶやまいせき)

02325   遺跡記号 :SA

自石市福岡長袋宇二部山地内

個人住宅新築

平成 16年 5月 24日 (月 )～ 5月 25日 (火 )

Ⅱ.調査にいたる経緯

二部山遺跡は縄文時代早～前期に属する遺跡とみられている。この度の発掘調査は遺

跡の範囲内に個人住宅を新築する計画が持ち上がったことに起因する。

当初の工事計画では盛土などはしない計画であつたことから、住宅の基礎が遺跡に影

響を与える可能性があつたため、建設予定地の下層の状況を把握するために発掘調査を

実施した。

Ⅲ口遺跡の位置と環境

二部山遺跡は白石市福岡長袋字二部山地内に所在し、自石市役所の北方約 2 kmの地点

に位置している。遺跡は舌状の段丘の標高 70～ 79m付近に立地し、この段丘の縁辺には

いくつかの縄文時代の遺跡がまとまって存在している (第 1図 )。 縄文時代前・中期の日

上遺跡、縄文時代中期・古代の下ノ神明遺跡等である。

本遺跡は昭和 51年に宅地造成に伴 う発掘調査が実施されているが、遺構は検出され

ず、繊維を含む縄文土器や石鏃・尖頭器などの石器、多くの剥片などが出上している (白

石市教育委員会 1977)。 しかし、その後は本格的な発掘調査が行なわれておらず、遺跡の

詳糸田についてはよく分かつていない。

この宅地造成の結果、遺跡の大半は込みあつた住宅と細い道路に姿を変えてしまった

が、現在でもその中に 1,900ポ程の草原が残つており、今回の調査区はその一部に設定

された。

―

第 2図 調査区の位置
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Ⅳ.調査方法と成果

調査は届出のあつた481だのうち、住宅新築予定地の一部である36だについて実施し

た。調査区の基本層序は第 1層 :暗褐色粘土質シル ト層 (表土)、 第 2層 :褐色粘土質シ

ル ト層、第 3層 :褐色シル ト層 (遺構確認面)である。

調査の結果、表土から30～ 45cmの深 さでピット及び土坑群が検出された (第 3図 )。

ピットは直径が 20～ 60cm程である。土坑の形状は細長 く、長軸 70cm～ lm、 短軸 40～

50clll程である。なお、遺構の平面形が検出された段階で事業者と再協議をしたため、基

本的に掘 り下げは行なっていない。

遺物は遺構確認面から繊維を含む縄文土器片等が数点出土しているが、いずれも小片

のため、図示できたのは 1点のみである (第 4図 )。

なお、遺構検出後は遺跡の取 り扱いについて事業者及び宮城県文化財保護課と再度協

議し、遺跡の保存のために盛土することで双方の合意が得られたため、遺構の平面形を

写真 。図面で記録し、埋め戻した。

第 3図 遺構配置図 (S=1/100)

0               5cm

V.考察とまとめ

今回の調査でピット及び土坑群が検出された。遺物は繊維を含む縄文土器が出上して

いるが、図示した以外には遺物がほとんど出土しなかったことや、調査が遺構の平面形

の検出に留まつたことなどから遺跡の詳細については不明な点が多い。しかしこの結果

からみて、これまでに理解されてきた縄文時代草～前期の遺跡であるとい う見解と矛盾

はないものと考えられる。

今回の調査で遺構が初めて確認されたことで、住宅地内に残る草原には二部山遺跡の

一部がいまだ残存していると考えられる。

0
0

0

第 4図  二部山遺跡出土遺物
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グ.青 木 遺 跡

青木遺跡 (あおきいせき)

02306   遺跡記号 :AK

白石市福岡深谷宇青木後地内

堆肥舎新築

平成 16年 8月 5日 (金 )

IB調査要項

遺 跡 名

県遺跡番号

所 在 地

調 査 要 因

調 査 期 日

Ⅱ日調査にいたる経緯

堆肥舎の建築は平成 11年 11月施行の「家畜ヲFせつ物の管理の適正化及び利用の促

進に関する法律 (以下、家畜排せつ物処理法)」 により家畜の排せつ物の管理が強化され、

これまでのように堆肥の野積みが行なえなくなったことによる。このため、施行から5

年間の猶予期間を経た平成 16年 11月 1日 の家畜りFせつ物処理法の完全施行に向け、

平成 15年 9月 ～平成 16年 10月 にかけて酪農家等による堆肥舎建築の申請が多く提

出された。本件もその中の 1つだったが、埋蔵文化財との関わりが認められたため、地

下の状況を把握することを目的に発掘調査を行つた。
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Ⅲ口遺跡の位置と環境

青木遺跡は白石市福岡深谷字青木後 。青木脇ほかに所在し、東北自動車道白石 ICの

南西約 900mに 位置している。西方には蔵王山脈から派生する山並みが迫 り、自石川

の支流である児捨)「 1北岸の標高40～ 60m程の河岸段丘上に立地する。本遺跡はおよ

そ縄文時代～平安時代に属するとみられ、深谷地区は市内でも遺跡の分布密度が特に濃

いことで知られている (第 1図 )。 集落跡のほか、上高野遺跡・高野遺跡・荒井遺跡など

の製鉄遺跡もいくつか存在しており、早くから発掘調査が行われてきている (白石市史

編さん委員編 1976)。

本遺跡も東北自動車道関連で昭和 43年と46年に発掘調査が行なわれた。その結果、

第 5図 調査区の位置
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21棟の表杉 ノ入式期の竪穴住居跡 を中心 として、墨書土器、刀子や紡錘車などの鉄製

品、木製の竪杵など多 くの遺構 。遺物が検出され、平安時代に大規模な集落が形成 され

ていたことが確認 された (小川淳-1980)。

遺跡の現状は畑地や水 田で周囲には農家が多 く、道路敷設部分などを除き、遺跡の保

存状態は良好 とみられる。また、事業者によれば以前から畑内に赤変した部分(炉跡)カミ

発見されることがあるとのことで、遺構面までの深 さはごく浅い場合もあるようである。

Ⅳ.調査方法と成果

調査は届出のあつた 2,821ポのうち、堆肥舎建築予定地の一部である 42だについて実

施 した。調査区の基本層序は第 1層 :黒褐色粘土質シル ト層 (表土 )、 第 2層 :暗褐色粘

土質シル ト層、第 3層 :褐色砂質シル ト層 (遺構確認面)である。

調査の結果、表上下 20～ 25cmの深 さから土坑 8基が検出された (第 6図 )。 土坑は主

に円形を呈し、大きさは直径 90～ 150cm程である。

遺構の平面形が検出された段階で事業者 と再協議 したため、遺構の掘 り下げを実施 し

たのはこれ らの うちの 2基のみである。以下にそれぞれの遺構について記す。

・ SK01土 坑

調査区西側の第 3層で検出された。直径は 92cmで、底面までは 10cmと 浅い。堆積土中

か らは土師器片が少量出上 したが、小片のため図示できるものはなかった。

・ SK02土 坑

調査区西側の第 3層で検出された。底面までの深 さは遺構確認面から 52cmで、土坑底

面付近からは直径 10～ 20cm程の礫が検出されている。堆積土中からは土師器片が少量出

土しているが、小片のため図示できるものはなかった。

なお、これ らの遺構検出後は遺跡の取 り扱いについて事業者及び宮城県文化財保護課

と再度協議し、遺跡の保存のために盛土することで双方の合意が得 られたため、遺構 を

写真・図面で記録 し、埋め戻 した。

第 6図 遺構配置図(S=1/100)

VL考察とまとめ

今回の調査で土坑 8基 と少量の上師器片が出上した。ほとんどが平面形の検出に留まっ

たことや、年代の分かる遺物等が出上しなかったため、遺跡の時期や性格等については

不明であるが、おおむね古代に属するものとみられる。この辺 りも周辺地域と同様に濃

い遺跡分布が続いていると考えられる。

ガ
鴛

金

すＳＫ０２鬱 ◇9

-5-



I.調査要項

遺 跡 名

県遺跡番号

所 在 地

調 査 要 因

調 査 期 日

3B大 畑 遺 跡

大畑遺跡 (おおはたいせき)

02262   遺跡記号 iOH

白石市宇東大畑・不澄ヶ池地内

個人住宅新築

平成 16年 9月 6日 (月 )、 平成 17年 2月 22日 (火 )、

平成 17年 3月 9日 (水 )

I.調査にいたる経緯

大畑遺跡は弥生時代～中世に属 し、養老 5年 (西暦 721年)に建郡 された苅田郡の郡

衛跡 と推定 されている遺跡で、これまでにも道路の建設などに伴いたびたび発掘調査が

行われてきている。しかし、これまでの調査は開発に伴 うものであったことから断片的

なものが多 く、遺跡の構成については不明な点が多い。

当市において大畑遺跡は近年最も宅地化 されている遺跡の 1つで、今年度も 3地点で

発掘調査が行われた。調査要因はいずれも個人住宅建築や、宅地造成工事である。各々

の計画では遺跡に直接的な影響を与えない程度の盛上が計画されていたが、住宅 を建築

する前に土地所有者の方々のご協力を得、遺跡の状況を確認するために発掘調査 を実施

した。

第 7図 各調査区の位置
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ⅢB遺跡の位置と環境

大畑遺跡は白石市字大畑一番・大畑二番 。東大畑ほかに所在し、東北本線白石駅のす

ぐ北方に南北 750m。 東西 850mの広い範囲で位置している (第 1図 )。 白石川と斎ヶ川

によつて形成された自然堤防上に立地し、遺跡の東辺は白石盆地を北流する斎ヶ川に接

している。標高は約 40～ 45mで大部分は畑地や水田であるが、東北本線西側はすでに

密集した宅地となっており、東側部分も近年は徐々に宅地化が進行しつつある。

本遺跡はこれまでに国道 m3号線バイパス建設に伴 う発掘調査がなど実施された (近

藤和夫 1991ほか)。 これらの調査では掘立柱建物跡や礎石総柱建物跡、溝跡などの遺構

や瓦などの遺物が出土している。その結果、苅田郡衛と関連する可能性も指摘されてい

るが、この度の調査地点はこれらの調査区から真北に 160mの地点に位置している。

周囲には斎ヶ川を中心に遺跡が多く見られ、観音崎遺跡、北無双作遺跡、梅田遺跡な

どの集落跡がある。また、昭和 15～ 23年の斎川河川改修工事の際には堤防沿いから

多くの完形品に近い土師器が発見されている (白石市史編さん委員編 1976)。

また、東方に位置する鷹巣丘陵上には宮城県指定史跡の鷹巣古墳群が造営され、斎ヶ

川西岸には銚子ヶ盛古墳が、大畑遺跡の南東 l kmほ どの地域には白石条里制跡推定地が

所在する。

Ⅳ.調査方法と成果

大畑遺跡で発掘調査を行つた 3地点の

うち、2地点から遺構 。遺物が出上した。

以下にそれ らの出土内容について記す。

【地点① :平成 16年 9月 6日 実施】

調査は届出のあつた 474だのうち46ポ

について実施した。調査区の基本層序は

第 1層 :にぶい黄褐色粘土層 (表土)、 第

2層 :黒褐色シル ト質粘土層、第 3層 :

にぶい黄褐色シル ト層 (遺構確認面)で

ある。

調査の結果、調査区の南側で表上下 80

cmほ どの深さから住居跡 1棟・土坑 1基

が検出された(第 8図 )。 また、遺物はS

101住居跡から土師器片が数点出上し

ている。

なお、大畑遺跡では 3地点の発掘調査

を実施しているが、いずれの調査につい

ても遺構の平面形が検出された段階で事

業者と再協議をしたため、基本的に掘 り

下げは行なっていない。
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第8図 遺構配置図① (S=1/100)



以下にそれぞれの遺構について記す。

・ S101住 居跡

調査区南側の第 3層で検出された。完全に検出できたのは北辺 1辺のみだが、その長 さ

は約 5。 3mで ある。北辺中央部にはカマ ドが位置 している。住居跡の堆積土中か らは土師

器片が少量出上している。土師器片は外面にハケ ロ、内面にヘラナデの調整が確認でき

るもののほか、内面が黒色のものもみ られるが、小片のため図示できるものはなかった。

・ SK01土 坑

S101住 居跡の 70cmほ ど西側の 3層か ら検出された。平面形の一部が検出されただ

けであるため、全体形は不明である。遺物は確認されていない。

なお、遺構検出後はこの度の工事による遺跡の破壊は免れることから、遺構の平面形

を写真 。図面で記録 し、埋め戻した。

【地ン煮② :平成 17年 2月 22日 実施】

調査は届出のあった585ポのうち、9だについて実施 した。調査区の基本層序は

第 1層 :にぶい黄褐色粘土質シル ト層 (耕作土)、 第 2層 :褐色砂質シァレト層、第 3層 :

黒褐色粘土質シル ト層、第 4層 :褐色砂層 (遺構確認面)である。

なお、調査区が届出対象面積に対してこのように狭際になったのは、当該地が畑とし

て利用されていたため、調査を行なえる範囲に制約を受けたためである。

調査の結果、表上下 85cmほ どの深さから掘立柱建物跡とみられる柱穴 3基が検出され

た (第 9図 )。 遺物は表土や堆積土中にまばらに散見されたが、いずれも小片で図示でき

るものはなかった。以下に遺構の概要について記す。

・ SB01掘 立柱建物跡

調査区西半部の第 4層から検出された。柱穴は3基で、平面形が完全に検出されたも

のはないが、方形を呈している。柱穴の 1辺の長さは 80～ 90cm、 柱間は 1.6～ 1.7mで

ある。以前の調査で検出されている建物跡は、建物の方向が真北から西に 1° 偏 している

ものが確認されているが (八鳴仲明 1995)、 今回の限られた範囲から推測できるSB01
建物跡の方向は真北から4° 程西に偏しているとみられる。

S B01

O

第9図 遺構配置図② (S=1/100)
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VE考察とまとめ

今年度は大畑遺跡での発掘調査は3地点で実施した。地点①からは住居跡と土坑が検

出され、住居跡の堆積土中から出土した遺物と遺構の形態の特徴からみて、おおむね住

社式期～栗囲式期のものとみられる。

地点①は掘立柱建物跡などが検出された国道113号線バイパス建設に伴う発掘調査区

から北に160nの地点であつたが、直接苅田郡衛に関わる遺構や遺物などは確認されな

かった。

地点②では掘立柱建物跡が1棟検出されている。今回の調査では時代のわかる遺物が

出上していないため、遺構の時期などは不明である。建物跡の方向は以前の調査のもの

と若千異なっているようだが、今回は建物跡のごく一部を検出したにすぎず、これのみ

で判断するのは難しい。地点②は国道 113号線バイパス建設に伴う発掘調査区から北に

130mの地点である。

地点③では遺構・遺物の出土がなかったため、本書では割愛した。しかし、周辺の畑

地で土師器片が表採されることから、周囲に何らかの遺構が存在するとみられる。これ

まで大畑遺跡の調査はJR東北本線東側を中心としていたため、西側ではどのような広

がりを持つのか興味がもたれる。
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4.祢 宣 内 遺 跡

祢宜内遺跡 (ねぎうちいせき)

02430   遺跡記号 :NG

白石市字祢宜内地内

駐車場敷設工事

平成 16年 12月 7日 (火 )

I.調査要項

遺 跡 名

県遺跡番号

所 在 地

調 査 要 因

調 査 期 日

工.調査にいたる経緯

祢宜内遺跡は大畑遺跡に隣接し、奈良 。平安時代の遺跡であるとみられている。しか

しこれまでに祢宜内遺跡で本格的な発掘調査が行なわれたことはなく、遺跡の内容につ

いて不明な点が多い。そこで、今回の駐車場敷設工事は地下への影響はほとんどないも

のであつたが、事業主・土地所有者の方々のご協力を得、遺跡の状態を確認するために

発掘調査を実施した。

Ⅲ.遺跡の位置と環境

祢宜内遺跡は自石市字祢宜内・十三堂北ほかに所在し、東北本線白石駅の北方約 750m

に位置している。白石川と斎ヶ川によつて形成された自然堤防上に立地し、これらの川

は祢宜内遺跡からl kmほ ど北の地点で合流する。標高は約 40～ 45mである。

本遺跡は苅田郡衛跡と推定されている大畑遺跡の北隣に位置する。遺跡は自石川と、

自石川の支流である斎ヶ川によつて形成された自然堤防上に立地し、斎ヶ川沿いには古
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第 10図 調査区の位置
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代の遺跡が数多く分布している。それらには集落跡である観音崎遺跡、北無双作遺跡、

梅田遺跡などがあり、斎ヶ川の河川改修工事の際には多くの遺物が採集されている (白

石市史編さん委員編 1976)。

遺跡の現状は大部分が水田及び畑地であるが、遺跡の南端から住宅が建設されはじめ

ており、徐々に遺跡の状況が変化しつつある。

ⅣB調査方法と成果

調査は届出のあった323だのうち23.8だについて実

施した。調査区の基本層序は第 1層 :暗褐色シルト(表

土)、 第 2層 :暗褐色砂層、第 3層 :褐色砂層 (遺構確

認面)である。

調査の結果、調査区南東部の表上下 85cmほ どの第 3

層から土坑 1基が検出された (第 11図 )。 調査区の北

側および南西部は礫層となっている。

土坑の平面形は歪んだ長方形で、長軸は 1 5 8cm、

短軸は 8 5cmである。底面までの深さは 1 6cmで、堆

積土中には直径 10～ 1 8cmの礫がいくつか確認され

ている。遺物は周辺の堆積土および遺構確認面より教

片の上師器片が出土した。SK01土 坑の堆積土から

も土師器片と須恵器片が少量出上している。上師器に

は郷底部片、口縁部片などがある。土師器にはロクロを使用したものもみられ、内面に

黒色処理が施され、ヘラケズリが施されているものもある (第 12図 )。

なお、遺構検出後は工事による遺跡の破壊は免れることから、遺構の平面形を写真・

図面で記録し、埋め戻した。

0                5cm

血 種別・器種 出土層位
調 整 法

外   面 内   面 口径

十 gt捧と.И、 堆積土 ヨク ロす デ→ヘ ウケス ヘラミガキ・黒色処理 (3.之

第 12図 SK01土 坑出土土器

VL考察とまとめ

今回の調査では検出された遺構は土坑 1基のみで、その堆積土中からは土師器片・須

恵器片が出上しており、それらの上器の特徴から表杉ノ入式期のものとみられる。土坑

の性格については不明である。祢宜内遺跡については本格的な発掘調査が実施されたこ

とはなく、遺跡の内容の把握は今後の調査に期待したい。

第 11図 遺構配置図

(S=1/100)

S K01
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写真 1調査区全景 (二部山遺跡 )

写真 3遺構検出状況 (青木遺跡 )

写真 2遺構検出状況 (二部山遺跡 )

S K 02写真 4 SK01(青木遺跡 )
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写真 5 (青木遺跡 )



写真6調査区全景 (大畑遺跡地点①)

写真7S101(大畑遺跡地点①)

写真8 SB01(大畑遺跡地点②)

写真 9調査区全景 (祢宣内遺跡 )
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所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

二 部 山

遺跡
散布地

縄文早・

RIJ

土坑・ ピッ ト 縄 文 土 器 土坑・ピット群を検出。

青木遺跡 集 落

・
・
平

早
晩

・

文

・
生

縄
中
弥
安

土 坑 土 師 器 土坑 8基を検出。

大畑遺跡
散布地

。官衛

弥生・奈

良安・平
・中世

住居跡・建物跡 土 師 器

住社式～栗囲式期とみられる

住居跡を検出。掘立柱建物跡

を検出。

祢 宜 内

遺跡
散布地

奈良 。平

安
土 坑 土師器・須恵器 土坑 1基を検出。
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